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1) Kar-l Marx. Das Ka拘印l，2. Band， 1961， S.166 
46 (46) 第 106巻第1・2・3号
用価値または価値" はなんら変化しないにもかかわらず， ある 定期間，
たとえば 1年間に生産しうる期間生産能力 (Periodcnkapuz加のまたは台数め
一一使用形態または現物形態 は拡大するという現象を分析するため，


















対照表における設備評価の木賞的基礎をなす。JCHelmut Neuhert. "Anlagenfinanzle四 ngaus 
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10) 能勢信子「成長経済と減価償却 1，神戸大学経済経嵩研究所『企葬睦昔年報』昭和.12年， 141-、
:/; Hans-Joachim Engelelter， "Die Bedeutung der Abschreibung als Finanzierungs 
faktor im wachsenden Untern油 men，“ BetriebsτvirtschaftlicheForsu叫ngund Praxis， 
J uh/ August 1961， S.420 




12) ドマ =アイスナ} モデルでは，一般に粗投資は年々幾何紐数的に成長するものと桓定され
ているが. p パー ト アイスナーが当該モデルを解説する場合には，粗投資は年々算荷級数的に
成長するものと恒定しており CRobeτt Eisner，“Conventional Depreciation A110wances 
versus Replacement Cost，" The Controller， Novernber 1953， p.514)，またその方がわかり
易いので，本稿では，それにLたがっていることをことわっておし
J.1) 仁'11naT.nρ cit.， p. 169 

























場合には，G， D， R の各線はすべて水平に重ってしまうから， かかる不等関
14) .Marx， a.a. 0. S. 457. 









































た」叫ことがわかる。以下， 少し長くなるが， 関係個所をとりだし， 歴順的に
配列してみるとしよう。
マノレグスからエンゲノレλへの手紙 (1862年 8月20日〉
16) Ottomar Kratsch， "Zu einigen Abschreibungsproblemen，" Wirtschaftsτ叫ssenschaft，
April 1957， S.558 
17) Marx. a仏0.， S. 166 
18) Siegfried Tannhauser日 lJKllrl Mauern巴，DioJ Grund四 'telin der soziaZistischen 
lndl山 trieder DDR， 1960， S.224 
19) Johannes Behr， "Zu:r Finallzierung der e口'VeitertenReproduktion dcr Grundmittel 
aus Amortisationen in der soziahstischen lndustrie DDR，“ in lahrbuch des Instituts如r
vVirtschaftswissenschaften， Problcrm; de，ρolitisch.enοkonomie， 4.Band， 1961， S 310 
20) Karl Haχ， "Karl Marx und Friedrich Engels uber den Kapazitatserweiterungs-Effekt，“ 
Zeitschrift fur ha?Uf.eZn印刷n:;r;haftlicheForschung， April 1%8， S. 22ら










エンゲノレスからマノレク λへの手紙 (1862年 9月 9日〉
I(機械の〕損耗の件 こり場合にはs 君はまちがった道に踏みこんでlいる (auf



















21) Korl恥1:arx=FricdrichEngels， Werke， 30. Band， 1964， S. 280-281 
22) Eben血， S. 284 
23) 丘町1M町 x，The官官nuber den Melu宅配rt，2. T引1.1959， S. 476-477 






























ドは 1個D紡錘と前紡機を代表するものと仮定すればs 彼は平均して 1刈0錘ではな
24) Karl Marx=Friedrich Engels， Werke. 31. Band， 1965， S.327. 
25) 島問中， S.328 
54 (54) 第 106巻第1・2・3号
<， 1，449，鍾をもって紡いだのである。そして，最初の 1，000錘が死滅した後の1866年
1月1日には，そ白聞に調達された 1，358錘にさらに 1865年の償却分236Cポンド=






1856年 l月 1日調達機械・ ー <2 1000 100% <E 
1857年 l月 1日 10%償却新投資 ー OE 100 90% OE 10 
1858年 1月 1日 10%償却ー "1000 "100 
£ 1日o ~ 10 a 11o 80% ~ 22 
OE 210 
1859年 1月 1日 10%償却 ，" 1000 " 1日O
£ 2江o ， 21 a 1270% ， 36 
a 331 
186C年 l月 1日 10%償却ー"1000 " 100 
£ 331 ， 33 a 133 60% ， 53 
1861年 1月 1口 10%償却
OE 464 
，1000 "100 
£ 464 ， 46 OE 146 
OE 610 
1862年 1月 l日 10%償却・.El日00 .E 100 
50% " 73 
£ 610 ， 61 OE 1640% .E 97 
a 771 
1863年 1月1日 10%償却 ι1000 "100 
£ 177 ，17. a 177 30% A: 124 
OE 948 
1864年1月 l目 10%償却!・ " 10日口 " 100 
£ 948 .E 95 a 195 20% CE 166 
.E 11"43 
ユ865年1月1日 10%償却 ，1∞o ，1伺
£1143 " 114 畠 214 10% " 193 
.;s 1357 
ドマー =アイスナー モテ'ルへの「マノレクス二エンゲルス効果同組入れ (55) 55 







畠 1357 >l136 >l 236 0% >l 236 































『ロ マン=ノレフチ効果I (Lohmann=Ruchti Effekt) という名称が用いられる
ようになった。しかしながら，カーノレ・マルクスとフリードリッヒ・ェンゲノレ
26) 日 enda，S. 329.-332 























































27) Karl Hax， "Die Bedeutung der betrieblichen Abschreibungs-und Inv田 titionspolitik
fur das Wachstum der modernen Inclustriestaaten，“ Zeltschnjペtfurhand砧τ此日間schaJ。
liche Forschung， Mai 1958， S. 252-253 
28) Tannha.useτund :Matterne， a.a. 0.， S. 224n.; Behr.ι a. 0.， S. 313 
29) Ottomar Kratsch， "Burgerliche betriebswirtsckft1iche Apologctik zu den aktuellen 
Abschreibungsproblemen in West，-Deutschland，" in lahrbuch des Instituts fur Wlrtschafts 
wissenscbaften， Prnhl"，m"， 晶 rpo佐iw:ht{nOknnomie， 3.Band， 1960， 229-230; Tamlhuuscr 
und Matterne， ~: a. C!.:! S. ，224; ~a~L Da~ek，_ "Zm degressiven Abschreibung als 
Fir羽田ierungsquelleder Kapitalismus，'‘ .Wirtschafts間四四schaft，Mai 1962. S. 694-695: 
OttGlll訂 Kratsch，Die Wirkung der A，岨 rtzsat耐 umauf die A是kumul叫 iondes 
Kapital!> im staatsnw1W•ροùstischen KaPitalismus， 1962， 192 
30) Marx， Das Ka.ρital， 2.Hand， 1961， S.166 









時におこなわれるから， 氏は n年前になされた Gに等しい。いま Gがlに
等しいとしよう。もし Gが一定のままであるならば， 現存資本は過去 n年間







場合，すなわちIlC (部分 1)がIlC (部分2) より大きい場合または小さい場
合は，拡大された規模での生産 そζではこれらの場合が無条件的に生じう





31) Ebenda， S. 469 
3の 高須賀義博『再生産表式分析』昭和43年， 200ページ。








題は， 再生産過程〔を粗投資り流れを中心としてモデル化した Yマー=アイスナ ・
モテツレ〕においてマノレクス=エYゲノレ兄効果がどのようにあらわれるか， とい

















論Jを展開したり，また，ユ ゴスラピアりプランコ・ホルパ 卜のように， ，剰余価値学説史』
第2部「以外のところでは， マソレグスはこの主題に深くつっこんでいなL、J(Branko Horvat， 
“The Depreciation Multiplier and a Generalized Theory of Fixed， Capital Costs，" The 
Manch回 teγSchoolof E出nomicand Social Studies，恥tfay1958. p. 157.)と， マルクス
が「資本論』第2巻第Z章で D とK の「均衡」を「同等不変な現摸での再生産の法則」とし
て把握していることを見逃Lて，それとは無関係に「アメリカ型減価償却金融論」を展開するり
は，片手落ちもはなはだしい，いわねばならない。

























いから，取得原価を K として，5を (4)式の Dに代入すると，
36) Robert Nurck." Kapazitatsausweitung durch Anlagena1terung，" Betriebswir古'chaftliche











値叫んら変化しないから，T と Vをコ γスタ Y トとすると，p=三τと
K V _ J _ _ '-'. kn.-.... =>1 ，_-. D=五=五三Eー のグラフは，第2図に示したように， 直角双曲線となる。し




































3わ Hax，" Die Bede旧tungder Abschreibungs-und Inv田titionspolitikfur das Wachstum 
industrieI1er Dnte泊lehmungeo，"in lndlぽ"たb"れ'ebund indUSN官llesRechηu司g百出町叫
1961， S. 15 
3町 Nurck，a. a. 0.， S.162. 
62 (62) 第 106巻第1・2. 3号
は台数)，減価償却ならびに取得原価は拡大する。 そして，その場合，当初の設




て， 。歳(残存年数が n年〕の設備 1歳(残存年数がn-l年〕の設備 2歳〔残
存年数が n-2年〉の設備 ......n-1歳〔残存年数が1年〉の設備がそれぞれ同
台数になっているからである。 したがって， その時の設備の平均使用年数は




















ドマー =アイスナ ・モデルへの「マルクス=エンゲノレス効果:JO)組入札 (63) 63 
P. _ D. _ K._ K. 2n 




























39) 別府E十郎「減価世却基金の拡大劫JI((2 )J， r経済学研究』昭和41年6月号， 65へ一丸





Gt-Dt _ g-g _.f¥ --cア一一一正一-v (18) 
D，-R， 五三豆一=0 (19) 
D， g 
ところで，さきの(拭を変形すると， V=(1-~)K になるから，それを用




+(1-7iE十(1一万)g ニヲ~" g (20) 
K._ ng 2n 











償却基金と r拡張再生産』現象 《ルフチ ロー マγ効果》的思考のー批判J.r経済学雑誌』
昭和田年12月号， 34ベ シJといわれるが. ，償却基金由民ん効果が社会的にみられることはす



































(2-*)" I (1-~~) f< 
Lすら 1 (3一平)g 1 (1-f，)g 




























































1.0¥.1.1¥1. . 2¥ 1. n-2¥ 
部に示したように，(l-::)g+(l--=-)g+(lー )g+ー +( 1一一ーは+¥ n/ ¥ n/ ¥ nノ¥ n ノ
1 一一)g二 -2 gの純投資がおこなわれている。そして，それに相応して，( _n~1 g=n~1 
o 1 2 n-2 nー 1
減価償却資金の再投資により， 万g+王子g十万g+ +ー一玄-g十一五-g=
号LZだけ取得原価が増加している。したがって，取得原価比純投資によ
(n+l . n-l¥ る増分と再投資による増分を合せる\~g斗----z"-g=ng) と， ちょうど純
1 n+l 2n ¥ 投資に拡大乗数を乗した金額 \~g 五「叫と等しくなるわけである。
















単純再生õä' c部分〕については，前章で解明 I~ たことがそのまlま妥当するので，
以下，それをのぞいた純拡大再生産C部分〉における拡大効果のあらわれ方を単























ーか{叩十2+". ・ +(n~2)十 (n一川匂=dT♀・Jg (24) 
D，= K， =n-1 






Dt-Rt _ 2 唱



















。 。 O O 
dg O dg 。
2.&g O (1+2).dg idg 
n 
3..Jg 。 (1+2ート3)-4g 1十 ~.dg
n 
4.dg 。(1+2+3+4).dg l+n2+3 :'g 
〔n1)n dg (nー 1)(nーの(nー l)-dg 。 2π dg n 
n.iJg 。 (n-十T1〕-ndg n-l 'y.dg 
(n+l)-dg dg -〔n-+Ef3〕-ndg ゴn+了l.dg

















つぎに" t-1年から t年までの設備の価値 CV，) とそれにたいする取得原
価 CK，)の比率を求めると，つぎのようになる。
吋卜千)0.，1g十(1一千)ト，1g+(l主主)川g






ドマー =アイスナー モデルへの「マルクス=ヱンウノレス効果」の組入れ (69 ) 69 
移行過程 C上部)における各項目の勤き
〔未 償 却 残 値高〉 ll(1-投3)資(6)のと増そ分れによる I再(3)投の増資分による(1)拡lそfi大れ)投にの資増よ分ると
(3) 俳何但)-(叫~(司 性)-(か(8) (十1)(ー8)(=司(=9)何
。 。 。 O 
Jg Jg 。 Jg 
{ (1+2)ー 士}Jg (2 士).1g ~.dg n 2..1g [ 
{c山 +331+?む}.dg (3ー ヰ司 .1g 1~2. Llg n 3..1g 




(一n一ー1)五Q>ーの .Jg 〔刃ー 1)-.1g
(2，，+ 1)印 +1)..Jg n豆+-1dg n-l n-4g 6 --2"dg 
(n+2〕6〔π十1).Jg -z-Eト2.L1g n-1 . 2 -.1g n.jJg 
(29) 
n(n-1) 
K，一一一.2 ~/ ~ J，g 3n 






































展開J，九大大学読『経済論究』昭和44年 3月号， 82へ Y'o ヵγコ内補足 高寺〕しかしなが
n十1ら，取得原価の増分のうち純投資による分 Cz'.Jg)は減価償却資金町再投資による拡大効
果とはし、えないよLとに注意しな日ればならなu、
